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年 6月 1日から 2006年 5月 31日の 1年間で
算出した標準偏差で規格化した値を用いる。
図１は 2007年 1月 7日 00UTCの海面気圧第
一推定値スプレッドと規格化したスプレッ
ドである。規格化すると観測密度が多い陸上











（CDR） Cyclone deepening rate (CDR)
= �𝑝(𝑡 − 6) − 𝑝(𝑡)6 � � sin 60°sin𝜙(𝑡 − 6) + 𝜙(𝑡)2 � 
が 1以上になったものと定義した。ここで、
pは中心気圧（hPa）、φは中心緯度（°）、tは時
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(c) (d) 
(b) (a) 
図５．OJタイプの Z-O方程式解析値（細コンタ
ー）とスプレッド（カラー）．（a）渦度移流項，
（b）温度移流項，（c）潜熱加熱項，（d）断熱加
熱項．太実線，太破線は図２と同様． 
(c) 
(a) (b) 
(d) 
図６．POタイプで図５と同様． 
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